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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｎ
番
外
編
『
朝
子
さ
ん
の
華
麗
な
１
日
』

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
９
５
８
８
Ｌ

【
作
者
名
】

　
み
づ
き
海
斗

【
あ
ら
す
じ
】

　
和
人
た
ち
の
「
世
話
人
」
朝
子
の
１
日
を
追
っ
て
み
ま
し
た
。
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（
前
書
き
）

さ
て
、
彼
ら
は
日
頃
ど
の
よ
う
な
生
活
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
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朝
、
起
き
る
。

　
Ａ
Ｍ
６
：
０
０
、
カ
ウ
ン
タ
ー
キ
ッ
チ
ン
へ
向
か
う
と
既
に
秀
が
居
を
な
し

て
い
た
。

　
「
朝
子
、
腹
減
っ
た
。
何
か
な
い
？
」

　
「
は
い
は
い
。
」

　
こ
の
事
を
予
期
し
て
い
た
朝
子
は
、
昨
日
の
深
夜
に
注
文
し
て
と
っ
て
お
い
た

ピ
ザ
ー
ラ
の
特
製
ス
ペ
シ
ャ
ル
三
段
重
ね
カ
ル
ボ
ナ
ー
ラ
・
ハ
ン
バ
ー
グ
ピ
ザ

（
そ
ん
な
も
の
本
当
に
あ
る
の
か
よ
：
作
者
注
）
を
彼
の
目
の
前
に
ホ
ッ
ト
・

キ
リ
マ
ン
と
一
緒
に
差
し
出
す
。

　
「
本
当
、
朝
子
っ
て
よ
く
気
が
利
く
よ
な
。
い
い
嫁
さ
ん
に
な
る
ぜ
。
」

　
ピ
ザ
と
キ
リ
マ
ン
を
頬
張
り
な
が
ら
、
秀
が
呟
く
。

　
「
お
世
辞
は
い
い
か
ら
、
早
く
仕
事
に
行
っ
て
よ
、
秀
。
あ
な
た
が
い
る
と
、

掃
除
も
洗
濯
も
あ
な
た
へ
の
食
事
の
世
話
で
出
来
な
い
ん
だ
か
ら
。
」

　
「
そ
り
ゃ
、
ど
う
も
。
」

　
そ
こ
へ
、
祐
希
登
場
。

　
「
お
は
よ
う
、
朝
子
さ
ん
。
」

　
既
に
、
制
服
姿
に
着
替
え
て
い
る
彼
は
に
っ
こ
り
と
笑
っ
て
、
「
秀
さ
ん
、

早
い
ね
。
あ
ん
な
遅
く
ま
で
コ
ン
テ
作
っ
て
た
の
に
。
」

　
「
２
４
時
間
闘
え
ま
す
か
、
が
俺
の
モ
ッ
ト
ー
。
」

　
秀
は
に
や
り
と
笑
っ
て
言
っ
た
。

　
「
祐
希
く
ん
、
も
う
出
か
け
る
の
？
」

　
朝
子
が
彼
に
尋
ね
る
と
、

　
「
バ
ス
ケ
の
試
合
が
あ
る
ん
だ
。
そ
の
早
朝
練
習
が
今
週
か
ら
あ
る
ん
だ
。
」

　
そ
う
答
え
た
。

　
「
あ
ら
、
い
や
だ
！
早
く
朝
食
の
用
意
し
な
く
ち
ゃ
ね
。
」

　
「
俺
の
分
も
ヨ
ロ
シ
ク
。
」

　
秀
が
彼
女
の
台
詞
を
追
い
か
け
る
。
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「
秀
！
あ
な
た
、
今
食
べ
た
の
何
だ
っ
た
の
？
」

　
「
間
食
。
」

　
ブ
ラ
ッ
ク
の
キ
リ
マ
ン
を
一
気
に
流
し
込
む
。
「
朝
子
特
製
の
フ
レ
ン
チ
・

ト
ー
ス
ト
で
い
い
か
ら
さ
、
あ
と
コ
ー
ヒ
ー
も
う
一
杯
。
」

　
「
秀
さ
ん
、
朝
か
ら
調
子
い
い
ね
。
」

　
「
誰
か
さ
ん
と
違
っ
て
ね
。
」

　
部
屋
の
南
側
に
位
置
す
る
、
祐
希
と
同
室
の
和
人
を
視
線
で
促
す
。

　
「
朝
子
、
和
人
を
起
こ
し
と
い
て
く
れ
よ
な
。
打
ち
合
わ
せ
１
０
：
３
０
か

ら
だ
か
ら
。
」

　
「
は
い
は
い
。
」

　
朝
子
は
、
祐
希
用
に
ミ
ル
ク
入
り
の
キ
リ
マ
ン
を
差
し
出
し
な
が
ら
答
え
た
。

　
さ
っ
そ
く
、
フ
レ
ン
チ
・
ト
ー
ス
ト
用
に
卵
を
割
る
。

　
「
最
近
、
九
桜
の
一
族
も
静
か
だ
か
ら
、
秀
さ
ん
も
和
人
も
『
昼
』
の
仕
事

に
集
中
で
き
る
ね
。
」

　
「
そ
う
い
う
事
。
」

　
秀
は
キ
リ
マ
ン
を
受
け
取
り
な
が
ら
、
「
も
う
新
作
の
時
期
だ
し
、
英
国
か

ら
も
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
入
っ
て
る
ん
だ
。
」

　
「
す
ご
い
ね
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ュ
ワ
ー

　
カ
ス
タ
ー
ド
を
入
れ
た
ト
ー
ス
ト
の
香
り
が
フ
ラ
イ
パ
ン
か
ら
溢
れ
る
。

　
「
朝
子
、
ま
だ
ー
？
腹
減
っ
た
。
」

　
秀
が
呟
く
。

　
「
だ
ー
か
ー
ら
ー
、
先
刻
食
べ
た
ピ
ザ
は
何
な
の
よ
！
」

　
「
お
や
つ
。
」

　
「
は
い
、
出
来
た
わ
よ
、
秀
。
と
っ
と
と
食
べ
て
仕
事
に
出
か
け
て
ち
ょ
う

だ
い
。
」

　
「
は
い
は
い
。
」
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昼
。

　
快
晴
で
あ
る
。

　
二
人
が
出
か
け
た
後
、
１
８
畳
の
リ
ビ
ン
グ
の
掃
除
を
し
、
シ
ー
ツ
を
含
め

た
洗
濯
を
終
え
た
朝
子
は
や
っ
と
一
息
つ
い
た
。

　
「
本
当
、
秀
が
い
な
い
と
カ
ウ
ン
タ
ー
も
リ
ビ
ン
グ
も
綺
麗
に
片
付
く
わ
。
」

　
一
仕
事
終
え
て
、
ソ
フ
ァ
に
腰
を
降
ろ
し
満
足
気
に
微
笑
む
。
「
毎
日
、
こ

ん
な
だ
と
い
い
わ
ね
ー
。
」

　
と
、
そ
こ
へ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
ル
ル
　
ル
ル
ル

　
ソ
フ
ァ
の
片
隅
に
置
か
れ
た
和
人
の
黒
い
携
帯
が
な
る
。

　
「
あ
！
！
」

　
着
信
名
を
見
て
朝
子
は
慌
て
た
。
「
秀
か
ら
だ
わ
！
忙
し
く
て
和
人
起
こ
す

の
忘
れ
て
た
－
－
－

も
し
も
し
。
」

　
『
朝
子
が
何
で
和
人
く
ん
の
携
帯
に
出
る
の
か
な
～
？
』

　
恨
め
し
げ
な
秀
の
声
が
、
携
帯
の
向
こ
う
か
ら
聞
こ
え
る
。

　
「
悪
い
！
秀
！
即
効
、
和
人
を
起
こ
す
か
ら
。
」

　
言
う
が
早
い
か
、
朝
子
は
携
帯
を
切
る
と
、
南
側
の
部
屋
へ
飛
び
込
ん
だ
。

　
「
和
人
、
起
き
て
ち
ょ
う
だ
い
、
仕
事
で
し
ょ
！
」

　
「
ん
・
・
・
。
」

　
昨
日
の
白
い
ワ
イ
シ
ャ
ツ
に
ジ
ー
ン
ズ
姿
の
ま
ま
で
、
朝
子
の
声
に
和
人
は

軽
く
寝
返
り
を

打
っ
た
だ
け
だ
っ
た
。

　
「
ね
ぇ
、
和
人
！
秀
か
ら
よ
－
－
－
早
く
シ
ャ
ワ
ー
浴
び
て
服
着
替
え
て
。
」

　
言
い
な
が
ら
、
彼
の
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
か
ら
適
当
な
洋
服
を
選
び
出
す
。

　
「
ん
も
う
！
和
人
っ
た
ら
！
」

　
昼
。

　
目
覚
ま
し
時
計
の
朝
子
。
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夜
。

　
「
腹
減
っ
た
。
何
か
な
い
？
朝
子
。
」

　
祐
希
と
深
夜
０
：
０
０
ま
で
プ
レ
ス
テ
を
や
っ
て
い
た
秀
が
カ
ウ
ン
タ
ー
に

姿
を
現
す
。

　
「
は
い
は
い
。
」

　
こ
の
事
を
予
期
し
て
い
た
彼
女
は
つ
い
先
刻
届
い
た
ば
か
り
の
、
ピ
ザ
ー
ラ
、

カ
ル
ヴ
ォ
ナ
ー
ラ
風
４
段
重
ね
チ
ー
ズ
・
ク
リ
ス
ピ
ー
ピ
ザ
（
そ
ん
な
も
ん
本

当
に
あ
る
の
か
よ
！
：
作
者
注
）
を
丸
ご
と
、
彼
の
前
に
出
す
。

　
「
和
人
か
ら
の
お
ご
り
よ
、
昼
間
打
ち
合
わ
せ
に
遅
れ
た
お
詫
び
だ
っ
て
。
」

　
「
さ
す
が
、
和
人
ち
ゃ
ん
！
」

　
つ
い
で
に
ア
イ
ス
・
キ
リ
マ
ン
を
受
け
取
り
な
が
ら
、
秀
は
、
「
い
い
婿
に

な
れ
る
ぜ
、
和
人
。
」

　
「
あ
な
た
っ
て
人
は
ね
～
。
。
。
」

　
朝
子
は
飽
き
れ
て
、
「
食
べ
物
に
つ
ら
れ
る
典
型
的
な
タ
イ
プ
ね
。
」

　
「
朝
子
。
」

　
昼
間
の
仕
事
を
終
え
て
、
部
屋
で
再
び
仮
眠
を
と
っ
て
い
た
和
人
が
姿
を
現

す
。

　
半
分
、
眠
気
眼
で
、

　
「
血
ち
ょ
う
だ
い
。
」

　
秀
の
隣
に
腰
掛
け
た
。

　
「
あ
ら
！
和
人
、
そ
う
い
え
ば
３
日
前
か
ら
血
を
飲
ん
で
な
い
じ
ゃ
な
い
！
」

　
思
い
出
し
た
風
に
朝
子
が
小
声
で
叫
ぶ
。
「
だ
か
ら
、
眠
っ
て
ば
か
り
な
の

よ
！
」

　
慌
て
て
シ
ャ
ツ
の
左
袖
を
め
く
り
、
手
首
を
現
す
。

　
「
サ
ン
キ
ュ
、
朝
子
。
」

　
和
人
は
呟
き
、
二
本
の
白
い
牙
を
彼
女
の
手
首
に
付
き
立
て
る
。

　
そ
し
て
。

　
「
朝
子
。
」

　
「
何
、
和
人
。
」
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「
お
前
、
い
い
嫁
さ
ん
に
な
れ
る
ぜ
。
」

　
「
・
・
・
・
そ
う
。
」

　
朝
子
は
た
め
息
交
じ
り
に
天
井
を
見
上
げ
た
。
「
”
婚
活
”
で
も
し
よ
う
か

し
ら
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＜
Ｆ
ｉ
ｎ
＞
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（
後
書
き
）

作
者
が
手
を
抜
く
と
、
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｎ
シ
リ
ー
ズ
は
こ
ん
な
感
じ
に
な
り
ま
す
（
＿

￥
）
。
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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